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1．は じ め に
多読は，日本の中学校・高等学校・大学レベルの学習者に情意的効果があり，
言語学習の動機づけを向上させるという研究結果が特に2001年以後から多く































































































多読で使用したテキストは，図書館に配置されてある Graded Readers Series
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M-Readerは，Graded Readers Series（Oxford Bookworms, Penguin Readers,




































































向上した項目（No.1 英語を聞くとわくわくするので：事前 vs 事後：2．97vs
3．05；No.3 英語の本をみるとわくわくするので：事前 vs 事後：2．78vs





M SD a M SD a
内発的動機づけ 3．54 0．99 0．79 3．46 1．06 0．92
同一視的調整 4．03 1．05 0．76 3．68 1．02 0．90
取り入れ的調整 2．98 1．05 0．76 3．47 1．05 0．74
外的調整 2．79 1．04 0．82 3．17 1．11 0．88
無動機 1．31 0．67 0．91 1．82 1．01 0．95
表2 動機に関する調査結果（n＝67）
三上・三上（2015）の表を参照























内発的動機づけ 同一視的調整 取り入れ的調整 外的調整 無動機
平均差 SD 平均差 SD 平均差 SD 平均差 SD 平均差 SD
No.1 －0．04 0．52 －0．01 0．44 0．93 0．57 0．93 0．57 0．54 0．57
No.2 －2．39 0．86 －2．42 0．59 2．75 0．00 2．75 0．00 2．75 1．77
No.3 －0．73 0．66 －1．15 0．89 －0．18 0．61 －0．18 0．61 0．45 0．64






















クラスター 多読活動* 目標値* 事前テスト 事後テスト／差
No.1 3．52 3．88 21．06** 25．06／9．50
No.2 4．00 4．00 29．00 28．50／0．50
No.3 3．09 2．91 20．55 25．27／5．55
No.4 3．41 2．76 21．58 25．32／4．05
表4 4グループの事前・事後テスト結果と多読活動の評価（平均）
注：*多読活動・目標値は5段階評価。**テストは38点満点
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15．わからない単語を文脈（前後関係）で推測する。
16．単語がわかっても，英文の意味がわからない場合，文脈で推測する。
17．意味のわからない単語は，ひとつひとつ意味を考えたりせずに，飛ばして
ざっと読み進めていく。
18．単語の意味がわかっていても，英文の意味がわからないときは，そこを飛
ばして先を読み進めていく。
19．次にどんな内容がくるか予測しながら読み進めていく。
20．文章の内容に関して，イメージ，映像，登場人物の気持ちなどを思い浮か
べながら読み進めていく。
多読指導が動機づけと読解力に与える影響 115
